
２０２４年度　授業計画（シラバス）　　日本コンピュータ専門学校

学科名 学年 授業のタイトル（科目名）

工業専門課程　デジタルクリエイター科 2 ＷｅｂデザインⅡ

授業の種類 授業担当者 実務経験

徳田　恭子

[実務経験歴]

制作会社、フリーランス、一般企業でのWEBサイトデザイン・構築・保守業務に20年弱従事

（Dreamweaver、Fireworks、Photoshop、Illustrator使用した、HTMLサイト / Wordpressの構築）

企業のマーケティング部でウェブディレクターを３年担当

求職者訓練ウェブデザインコースインストラクター３カ月×２回担当

専門学校にてウェブデザイン講師を3年担当

単位数（授業の回数） 時間数	 配当時期 必修・選択

・UIデザインについて学ぶ

・コーポレートサイト、キャンペーンサイトなど業界別のデザインの違いを学ぶ

・チラシやバナーなどをトレース/模写してデザインの意図や理由などを理解し、細部まで作りこむことを学ぶ

・手本のデザインを参考にオリジナルデザインを組んでみる

[授業終了時の達成課題(到達目標)]

情報を整理し、目的を達成するためのデザイン力をつける。

[準備学習の具体的な内容]

[授業の目的・ねらい]

デザインとアートは心得違いされることが多いが、デザインとは情報設計であり、情報発信者の意図が伝わることが重要で

あることを学習する。また、デザインという情報をコントロールする手法によって、売れるデザイン、効果的なデザインを

無理なく生み出すための基礎知識を学習する。

[授業全体の内容の概要]

60 時間2 単位 （ 30 回 ）

毎授業ごとに復習の有無の確認を行い、講義・実習を進める。授業終了時には、講義内容の確認と次回の授業内

容を説明し、復習・予習ができるようにする。また、長期休みの時は、課題を実施する。

[使用テキスト] [単位認定の方法及び評価の基準]

使用テキスト 定期試験と出席日数の両方が次の規定に達した場合に認定する。

･試験の点数は60点以上を合格点とする。

･全出席日数の4分の3以上の出席が必要。

評価基準

定期試験80%、平常点（出席、講義の参加度）20%とする。

UIデザイン必携

参考文献

2回 環境による影響

3回 人間の認知特性(色、形、動き、インタラクション）

4回 人間の認知特性(整列と区分）

必要に応じて授業の中で紹介する。

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法]

1回 UIとデザイン

5回 人間の認知特性(近接・反復とスクロール）

講義 演習 実習 有 無

前期 後期 必修 選択通年



8回 まとめと振り返り

9回 構造とナビゲーション（トップ、一覧、詳細、ステータス）

10回 構造とナビゲーション（AndroirとiOS、アイコン、フィードバック、戻る）

6回 人間の認知特性(コントラストと編重）

7回 構造とナビゲーション（構造と階層）

16回 デザインのトレース 1（おいしいデザイン　トレース）

11回 構造とナビゲーション（トップ、一覧、詳細、ステータス）

12回 構造とナビゲーション（割り込み、スクロールとページング、マルチデザイン）

13回 分かりやすさ、使いやすさ(インタラクションコスト、共通概念）

17回 デザインのトレース 1-2 (おいしいデザイン　オリジナル）

18回 デザインのトレース 2（ショッピング　トレース）

19回 デザインのトレース 2-2（ショッピング　オリジナル）

14回 留意すべきこと(ユーザーサイドで考える）

15回 まとめと振り返り

23回 デザインのトレース 4(ビューティー　トレース）

24回 デザインのトレース  4-2(ビューティー　オリジナル）

25回 デザインのトレース 5(飾らないデザイン トレース）

20回 デザインのトレース 3 (イベント　トレース）

21回 デザインのトレース 3-2(イベント オリジナル）

22回 まとめと振り返り

29回 バナー作成

30回 まとめと振り返り

26回 デザインのトレース 5-2(飾らないデザイン オリジナル）

27回 ジャンル別ウェブデザインの研究1

28回 ジャンル別ウエブデザインの研究2


